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生活者目線で考える自動運転
～消費者意識調査から～
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自動運転タウンミーティング in 塩尻 2022/03/24

株式会社 第一生命経済研究所
宮木 由貴子
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オーナーカーとしての利用課題
～運転支援機能の利用実態と意識～

サービスカーとしての利用課題
～できること・できないこと～

生活者として地域モビリティにどうかかわるのか

本報告のフロー

なぜ今、自動運転について考えるのか
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（人）

人生100年時代の到来
100歳以上の人口推移
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153人

86,510人
世界に先駆けて高齢化が進む日本社会

平均寿命 男性 81.41年 女性 87.45年

９割近くが女性

2065年には100歳以上人口が55万人近くになる推計
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今住んでいる地域では、高齢期の移動手段に不安がある

今住んでいる地域では、高齢期に自動車がないと生活できない

今住んでいる地域では、高齢期にバスや鉄道で移動するのは不便である

高齢期は、今住んでいる地域に住み続けたい

高齢期の移動に関する意識の推移

人生100年時代に向け、高齢期の移動不安は上昇傾向

（%）
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今住んでいる地域では、
高齢期の移動手段に不安がある(都市規模別)

7.0 

15.6 

21.9 

35.3 

43.0 

21.1 

29.6 

34.3 

34.7 

31.6 

36.1 

34.8 

29.4 

20.1 

17.5 

35.7 

20.1 

14.4 

10.0 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京都区部、政令指定都市

人口３０万人以上の都市

人口１０～３０万人未満の都市

人口１０万人未満の市

町、村

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
74.6

70.0

56.2

45.2

28.1

「あてはまる」
「どちらかといえばあてはまる」の合計

26.7

36.0

49.4

63.6

70.3

第1回調査
（2019年）

76.1

70.6

53.9

41.9

28.1

第2回調査
（2020年）

72.7

69.0

53.5

41.0

28.8

第3回調査
（2021年）

高齢期の移動不安は都市規模が小さいほど顕著に高い
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今住んでいる地域では、
高齢期の移動手段に不安がある

(性・年代、自動車依存度別)
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日常生活に自動車が不可欠
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男性

女性

「あてはまる」
「どちらかといえばあてはまる」の合計

高齢期の移動不安は高齢者のみで高いわけではない＝家族のモビリティに不安?
自動車依存度が高い人で顕著に不安が高い
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申請による運転免許の取り消し件数の年次推移
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池袋自動車暴走事故の影響

“免許返納”は新たな社会課題を創出する
→ 代替交通、家族等サポート、健康寿命等
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人生100年時代のモビリティに向けた
２つのソリューション
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代替交通の創出
自家用車が使えなくても

自由で安全な移動ができる社会

運転寿命の延伸
人生が100年でも運転継続できる社会

自家用車の運転支援機能を高め

加齢によって身体機能が低下

しても、ある程度免許返納の

時期を後ろ倒しできるようにする

＝オーナーカーの自動運転化

自家用車を用いなくても

地域内・地域間の移動が可能となる

公共交通としての自動運転車両

を導入する

＝サービスカーの自動運転化
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ソリューションとしての「自動運転」
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道路交通上の
課題解決

交通事故の削減 システム関与による安全性向上

交通渋滞の緩和 運行環境とドライブ状況の連動等、
運行の効率化

環境負荷の低減 エネルギー消費の適正化・効率化

移動にかかわる
人的課題
に対する
手段提供

運転負荷の軽減 システムによる運行代替

ドライバー不足解消 ドライバーの負荷軽減・必要人数の減少

移動弱者支援 代替交通の創出機会(サービスカー）
運転寿命延伸(オーナーカーの運転支援機能)

産業・雇用面
への効果

産業競争力の向上 従来産業の成⾧と持続性向上

関連産業の成⾧・生産性向上 新規産業の成⾧と持続性向上

雇用の維持・創出 個人の経済基盤の安定
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衝突被害軽減ブレーキ

ペダル踏み間違い時

加速抑制装置
定速走行・車間距離

制御装置
車線維持支援制御装置

駐車支援システム

どれもない

各運転支援機能について
「知っている」と回答した割合の変化

2020年の認知度急騰は2019年の池袋事故の影響の可能性
この4年で全体的に上昇傾向にあるとはいいがたい
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運転支援機能が搭載された車を
「利用している」と回答した割合の変化
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どれもない

機能がついているか

どうかわからない

各機能の利用者は順調に増加傾向
まずは認知度を上げて「知ってもらう」ことが重要
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実際に運転支援機能について「搭載を意識している」
「利用している」と回答した割合の変化
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駐車支援システム

踏み間違い時加速抑制装置の搭載意識が上昇
パークアシストも利用が増加傾向

＊運転支援機能が搭載された車を「利用している」と回答した人のみの回答
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販売店や事業者からの機能や技術的な限界の説明について
「詳しい説明は受けなかった」「わからなかった」

「よくわからなかった」する割合の変化

3割前後の不理解者がいるものの
全体的に理解が進んでいる傾向

＊運転支援機能が搭載された車を「利用している」と回答した人のみの回答
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公共交通に自動運転技術を活用することへの期待
（自家用車依存状況別）

自家用車依存が高い人ほど期待は高いが
一方で自家用車は手放さないとの意見もあるので
利用に結び付くかは疑問（一般論、他人事としての回答?）

（%）

＊北谷におけるサービスカー映像を視聴した上で回答
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自動運転の限界・制約・課題に関する受容
バス（無人）の走行について

18.3 

16.5 

14.8 

15.3 

15.0 

54.5 

51.7 

52.7 

50.8 

50.8 

0 20 40 60 80

悪天候時などでは、速度を下げた運転になること

安全確認のために、車両が停止する頻度が

増える可能性があること

周囲の環境を認識して安全を確保するため、

車線変更や合流に時間がかかる場合があること

安全な走行のために、運転手のいる車両より

速度が遅い可能性があること

極端な悪天候時には、有人運転への切り替えの

ため、乗客や周囲に待ち時間が発生すること

受け入れられる どちらかといえば受け入れられる

72.8

68.2

67.5

66.1

65.8

（%）

「自動運転を受け入れる」というのは、存在を認めるだけでなく
技術的な限界や特性をカバーし「うまく使う」姿勢を持つこと
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住民と自動運転（茨城県境町の事例）

19

＊画像は境町HPより

路上駐車が
激減

住民がバス停用に
私有地提供 地域の

アイコン

“ゆっくり走る”
イメージのデザイン

でも
“高齢者専用”感はなし

子どもに
人気
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「自分の地域にとっての自動運転」を考える

21

HOW
社会実装における課題をどう克服するか?

WHY
なぜ自動運転技術が要るの?

＜社会課題へのソリューションとして＞

WHAT
自動運転技術ってなに?

＜可能性として＞
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“WHY”に合わせた社会デザインを
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地域住民の意識と自動運転の受容性
地域への愛着がある
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自分の住んでいる地域を
よりよい場所にしたい
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2021年調査結果より

自動運転の普及によ
る様々な生活の変化
を受け入れられるか

自動運転の普及に向
けた様々な学習負荷
を受け入れられるか

自動運転の普及に
おける様々なコスト負
担を受け入れられるか

自動運転特有の性質
や技術の限界・リスク
を受け入れられるか

自分の住んでいる地域の課題を認識 今住んでいる地域に⾧く住みたい
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人生100年時代のモビリティ環境において
欠かせない“消費者視点”

MaaS
Mobility as a Service

Mobility as a Happiness/Life

移動のサービス化

供給側視点

消費者視点

24

幸せでQOLの高い生活のための
移動とまち・暮らしの実現が“目的”

↓
その“手段”としてのMaaS・自動運転・技術
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自動運転社会の受容と共創に向けた役割分担
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共創の場
実証実験

ワークショップ
ダイアログ

シンポジウム
委員会

技術開発・サービス運用

行政
自治体
（官）

インフラ・制度整備

アカデミア
各種研究機関

（学）

事業者
事業者団体

（産）

消費者
地域住民

（民）

自動運転の
技術・サービス

の創出

自動運転を
走らせるための

法・ルール
の整備

各領域の
専門研究・知見

の深化

技術・制度を
育てる視点での

社会参加
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